
問　
社
人
研
の
推
計
だ
と
、

村
の
人
口
は
２
０
５
０
年

ま
で
に
４
３
０
０
人
ほ
ど

減
少
す
る
想
定
。
２
０
１

５
年
よ
り
「
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦

略
」
に
よ
る
人
口
減
少
対

策
を
実
施
し
て
い
る
が
、

そ
の
成
果
と
評
価
は
。

答　
第
１
期
の
目
標
は
全

て
未
達
成
。
第
２
期
は
６

項
目
中
４
項
目
が
未
達
成

で
あ
っ
た
が
、
第
１
期
の

課
題
を
踏
ま
え
て
取
り
組

み
を
発
展
さ
せ
た
結
果
、

２
項
目
を
達
成
で
き
た
。

令
和
７
年
度
か
ら
始
ま
る

第
３
期
で
、
改
め
て
目
標

達
成
に
向
け
取
り
組
む
。

問　
こ
れ
ま
で
の
目
標
は

ほ
ぼ
未
達
成
。
よ
り
大
胆

な
施
策
が
必
要
で
、
原
子

力
機
構
の
団
地
を
購
入
し

子
育
て
世
代
へ
の
格
安
で

の
提
供
、
各
家
庭
へ
の
無

料
Ｗ
ｉ

－

Ｆ
ｉ
の
設
置
な

ど
、
検
討
の
余
地
が
あ
る
。

ま
た
、
他
自
治
体
と
の
戦

略
的
な
連
携
も
必
要
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

答　
定
住
促
進
住
宅
建
設

の
可
能
性
を
研
究
し
て
い

く
。
無
料
Ｗ
ｉ

－

Ｆ
ｉ
は

公
共
施
設
の
環
境
整
備
後
、

ま
ず
は
大
規
模
公
園
等
に

範
囲
を
拡
大
し
た
い
。
村

独
自
の
魅
力
あ
る
取
り
組

み
と
広
域
連
携
事
業
の
双

方
に
よ
り
３
万
６
０
０
０

人
を
維
持
し
て
い
く
。

問 人口減少対策には大胆な施策を
答 魅力ある取り組みで 36,000 人維持

問 帯状疱疹ワクチン接種助成を
答 村 50歳以上の申請者に助成

と
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

50
歳
代
か
ら
罹
患
者
数
が

増
加
し
て
い
る
状
況
を
踏

ま
え
、
村
独
自
の
任
意
予

防
接
種
助
成
と
し
て
50
歳

以
上
の
方
を
対
象
と
す
る

こ
と
で
、
定
期
接
種
を
待

た
ず
に
接
種
を
検
討
す
る

機
会
を
提
供
で
き
る
と
考

え
て
い
る
。
希
望
者
は
健

康
増
進
課
で
申
請
が
必
要

で
あ
る
。
ワ
ク
チ
ン
の
助

成
額
は
、
生
ワ
ク
チ
ン
を

選
択
し
た
場
合
は
４
千
円

を
１
回
、
不
活
化
ワ
ク
チ

ン
を
選
択
し
た
場
合
は

１
万
円
を
２
回
の
助
成
が

受
け
ら
れ
る
。

問　
村
に
求
め
て
い
た
、

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
へ
の

接
種
助
成
を
行
う
と
の
こ

と
。
そ
の
内
容
は
。

答　
国
に
よ
る
帯
状
疱
疹

ワ
ク
チ
ン
は
、
令
和
７
年

４
月
か
ら
、
予
防
接
種
法

の
Ｂ
類
疾
病
に
位
置
付
け

し
、
年
度
内
に
65
歳
を
迎

え
る
方
と
、
５
年
間
の
経

過
措
置
と
し
て
70
歳
か
ら

１
０
０
歳
ま
で
の
５
歳
刻

み
の
年
齢
に
な
る
方
を
対

象
に
定
期
接
種
と
し
て
実

施
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。

国
の
審
議
会
で
、
帯
状
疱

疹
ワ
ク
チ
ン
の
有
効
性
・

安
全
性
等
が
承
認
さ
れ
、

帯
状
疱
疹
の
罹
患
率
は
一

般
的
に
70
歳
代
が
ピ
ー
ク

で
、
加
齢
が
リ
ス
ク
要
因

公明党

岡
お か

崎
ざ き

　悟
さとる

　議員

新政とうかい

吉
よ し

田
だ

　充
み ち

宏
ひ ろ

　議員

人口減少対策を定めた
「東海村まち・ひと・しごと創生総合戦略」

令和７年度から始まる帯状疱疹
ワクチンの接種助成事業

一

般

質

問
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